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ウクライナ侵攻が長期化し、世界の

食料供給に影響が出ている。日本の

食料は多くを輸入に依存し、食料自

給率は先進国でも最低の水準だ。ま

た、世界には途上国を中心に、いま

だ飢餓の危機に瀕している人々がい

る。この機会にあらためて、日本と

世界の食料安全保障のあり方につい

て、議論すべきだ。

日本と世界の食料供給は、いま、ど

のような課題に直面しているのか。

食料安全保障のため、日本は何をす

べきか。

政策関係者、研究者、事業者など内

外の識者に聞いた。

日本の食料安全保障、
国内と世界の
２軸で挑む

（＊）肩書はインタビュー当時



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
が
長
期
化
し
、人
々
の
「
食
」
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
が
公
表
す
る
食
料
価
格
指
数
は
こ
の
数
か
月
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
だ
。
も
と
も
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
物

流
の
滞
留
な
ど
で
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
世
界
的
に
混
乱
し
て
お
り
、
そ
こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
混
乱
が
追
い
打
ち
を
か

け
た
。

今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
、
日
本
と
世
界
の
食
料
安
全
保
障
の
あ
り
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
す
べ
き
だ
。
日
本
は
食
料
の
多
く
を

世
界
各
地
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
は
約
四
割
と
、
先
進
国
で
も
最
低
の
水
準
だ
。
い
ざ
有
事
と
な
っ
た

際
に
、
国
民
の
食
料
供
給
に
支
障
は
出
な
い
の
か
、
あ
ら
た
め
て
不
安
を
抱
い
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
途
上
国
を
中
心
に
、
自
分
の
体
重
や
活
動
を
維
持
す
る
最
低
限
の
カ
ロ
リ
ー
す
ら
、
日
常
的
に
摂

取
で
き
な
い
人
々
が
い
る
。
飢
餓
は
、
い
ま
だ
撲
滅
で
き
て
い
な
い
人
類
の
課
題
の
一
つ
だ
。
今
後
、
世
界
の
人
口
増
や
気
候
変
動
が
進

む
中
で
、
食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
と
な
る
人
が
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
日
本
の
食
料
安
全
保
障
と
と
も
に
、
世
界
の
人
々

の
食
料
安
全
保
障
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

日
本
や
世
界
の
食
料
供
給
は
、
い
ま
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
。
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
論
点
で
何
を
議
論
し
て
い
く
べ
き
か
。
政
策
関
係
者
、
研
究
者
、
事
業
者
な
ど
内
外
五
名
の
識
者
に
話
を
伺
っ
た
。

国
内
の
食
料
生
産
基
盤
の
強
化
が
必
要
だ

ま
ず
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
に
お
い
て
、
何
が
リ
ス
ク
と
な
る
の
か
。
農
林
水
産
省
食
料
安
全
保
障
室
長
（
＊
）
の
久
納
寛
子
氏
に
よ

れ
ば
、
戦
争
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
っ
た
人
為
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、
森
林
火
災
な
ど
の
自
然
災
害
も
、
食
料
供
給
の
リ
ス
ク
と
な
る
。

日
本
は
、
今
回
の
経
験
で
、
食
料
の
生
産
基
盤
を
日
本
国
内
に
維
持
す
る
大
切
さ
を
痛
感
し
た
と
指
摘
す
る
。
生
産
基
盤
の
強
化
の
た
め

に
は
、
生
産
の
担
い
手
の
確
保
や
、
持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
の
技
術
開
発
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
農
業
・
農
村
に
対
す
る
消
費
者
の
理

解
が
重
要
だ
と
説
く
。

輸
入
へ
の
依
存
が
生
産
基
盤
を
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くに
し
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
平
澤
明
彦
氏（
株
式
会
社
農
林
中
金
総
合
研
究
所
執
行
役
員
）

だ
。
中
国
な
ど
の
大
き
な
買
い
手
が
増
え
て
、
日
本
の
世
界
に
お
け
る
食
料
購
買
力
は
低
下
し
て
お
り
、
今
後
、
日
本
の
食
料
輸
入
の
安

定
性
は
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
は
、
コ
メ
な
ど
カ
ロ
リ
ー
貢
献
度
の
大
き
な
品
目
を
生

産
す
る
た
め
の
農
地
面
積
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

他
方
、
コ
メ
卸
売
業
を
営
む
藤
尾
益
雄
氏
（
株
式
会
社
神
明
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
）
は
、
事
業
者
の
立
場
か
ら
農
業
の
産
業
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
氏
の
企
業
は
、
調
達
、
加
工
、
販
売
、
外
食
産
業
、
青
果
市
場
の
運
営
ま
で
一
貫
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

お
り
、
米
粉
な
ど
の
加
工
品
を
は
じ
め
事
業
の
拡
大
に
成
功
し
て
い
る
。
長
年
コ
メ
に
携
わ
り
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
産
農
家
に
提
供
す

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、

食
料
安
保
を
議
論
す
る
契
機
に

―
い
ま
、
議
論
す
べ
き
論
点
は
何
か

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
／
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
和
浩
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KEY
WORDS 今

回
の
危
機
を
、
食
料
安
全
保
障
を
議
論
す
る
契
機
に

識
者
の
意
見
か
ら
は
、
食
料
安
全
保
障
は
、
国
内
の
利
益
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
利
益
の
両
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
幾
層
に
も
対
策

を
重
ね
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。
国
内
の
観
点
か
ら
は
、
有
事
に
備
え
、
国
内
の
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
食
料
を
海
外
か
ら
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
自
由
貿
易
体
制
を
維
持
し
、
国
際
社
会
と
の
連
携
を
深
め
る
。
ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
は
、
人
々
の
命
に
も
か
か
わ
る
農
産
物
を
人
類
の
「
公
共
財
」
と
定
義
し
、
世
界
の
食
料
供
給
網
を
強
化

し
て
い
く
。
日
本
の
食
料
自
給
率
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
多
々
あ
る
が
、
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
自
体
を
目
的
化
す
る
の

は
本
質
的
で
は
な
い
。
国
際
的
な
協
調
を
強
化
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
食
料
安
全
保
障
の
政
策
目
標
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

東
和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
取
締
役
会
長
兼

代
表
取
締
役
社
長
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
六
月
よ
り
現
職
。

る
た
め
、
農
家
支
援
を
専
門
に
行
う
部
署
を
つ
く
り
、
農
家
へ
の
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

金
融
業
に
長
く
関
わ
っ
て
き
た
自
身
の
経
験
か
ら
、
収
穫
が
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
る
農
業
金
融
に
は
独
特
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
感

じ
て
き
た
。
し
か
し
、
藤
尾
氏
が
展
開
す
る
よ
う
な
六
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
産
業
と
し
て
の
安
定
性
と
付
加
価
値
が
高
ま

れ
ば
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
柔
軟
性
は
高
ま
る
。
民
間
の
金
融
機
関
に
は
、
産
業
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
事
業
展
開
を
行
う
知
見
が
あ
る
。

そ
れ
を
一
次
産
業
に
注
入
す
る
こ
と
で
、
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

自
由
貿
易
体
制
の
確
保
が
必
須

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
穀
物
の
輸
出
途
絶
と
い
う
事
態
は
、
世
界
の
食
料
安
全
保
障
に
と
っ
て
深
刻
な
危
機
で
あ
る
。
外
務
省
資
源
安
全

保
障
室
長
の
菊
地
信
之
氏
は
、
国
際
社
会
に
よ
る
途
上
国
へ
の
迅
速
な
支
援
や
、「
食
料
の
た
め
の
人
道
通
行
」
の
実
現
な
ど
国
際
社
会

へ
の
日
本
の
働
き
か
け
を
紹
介
す
る
。
他
方
、
食
料
の
多
く
を
輸
入
し
て
い
る
日
本
の
食
料
安
全
保
障
に
お
い
て
は
、
世
界
の
食
料
事
情

を
安
定
さ
せ
、
自
由
貿
易
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
日
本
に
と
っ
て
も
利
す
る
と
述
べ
る
。

農
業
、
貿
易
等
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
る
諏
訪
明
子
氏
（
パ
リ
経
済
学
校
教
授
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
、
世
界
の
食
料
供
給
網
が
主
要
な
生
産
地
と
少
数
の
海
運
会
社
に
集
中
し
て
い
る
脆
弱
さ
と
、
穀
物
が
食

料
・
飼
料
・
燃
料
と
い
う
三
用
途
を
巡
っ
て
投
機
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
し
て
、
世
界
の
食
料
供
給
の
構
造
的
な
問
題
を
指
摘
す

る
。
今
後
、
世
界
は
気
候
変
動
や
人
口
増
で
農
産
物
の
需
要
過
多
と
供
給
過
多
の
地
域
が
出
て
く
る
と
し
、
農
産
物
貿
易
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
中
で
、
肥
料
と
種
子
と
い
う
二
つ
の
産
物
を
「
国
際
的
な
公
共
財
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
前
出
の
平
澤
明
彦
氏
は
、
戦
争
中
も
自
国
の
食
料
確
保
以
外
の
理
由
で
「
第
三
国
へ
の
食
料
提
供
を
止
め
な
い
」
と
い
う
規

律
に
国
際
社
会
が
合
意
し
、
そ
れ
を
明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

食
料
の
生
産
基
盤
強
化
、
自
由
貿
易
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

（
＊
）
肩
書
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
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識　者　に　問　う
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日
本
と
世
界
の

食
料
供
給
は

ど
の
よ
う
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
の
か
。

食
料
安
全
保
障
の
た
め
、

日
本
は
何
を
す
べ
き
か
。

インタビュー実施：2022 年 6 月
聞き手：鈴木壮介（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）

フードサプライチェーンの強靱化に向けて
農林水産省大臣官房政策課 食料安全保障室長（＊）久納寛子

リスク、国内の生産基盤、複層的なサプライチェーン

これからの食料政策
―「持続可能性」「主体性」の観点を

パリ経済学校（Paris�School�of�Economics）�教授諏訪明子

世界の食料供給網の脆弱性、食料・飼料・燃料を巡る競合、国際的な公共財

食料安全保障のために、
農地の維持に資する補助金を増やすべきだ

株式会社農林中金総合研究所 執行役員基礎研究部長 理事研究員平澤明彦

第三国への食料供給、土地利用型農業、農家への所得補償

海外需要も取り込み、
コメの生産・消費を拡大する

株式会社神明ホールディングス 代表取締役社長藤尾益雄

コメを生かす商品、儲かる農業、農家支援

外務省経済局 資源安全保障室長菊地信之
有事への備えは平時から。世界の食料情勢
の改善は日本の食料安全保障確保にも

食料のための人道通行、自由貿易体制、食料安全保障外交
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識
者
に
問
う

日
本
と
世
界
の
食
料
供
給
は
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
。
食
料
安
全
保
障
の
た
め
、
日
本
は
何
を
す
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
に
向
け
て

久
納
寛
子

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
政
策
課

食
料
安
全
保
障
室
長
（
＊
）

機
は
、
い
く
つ
か
の
リ
ス
ク
が
折
り
重
な
っ
て
具
体
化
し
た
と
き
に
発
生
す
る
。
今
年
二
月
以
降
、

緊
迫
化
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
、
現
在
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
二
〇
二
〇
年
以
降
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
物
流
の
混
乱
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
北
米
の
北
部
の
高
温
乾
燥
に
よ
り
、
二
〇
二
一
年
以
降
、

穀
物
等
の
国
際
価
格
が
上
昇
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
起

こ
り
、
両
国
が
小
麦
の
主
要
な
輸
出
国
で
あ
っ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
穀
物
等
の
国
際
価
格
は
そ
れ
ま
で
以

上
に
高
い
水
準
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
。
日
本
は
、
主
に
北
米
や
豪
州
か
ら
穀
物
等
を
輸
入
し
て
お
り
、
量
的

な
確
保
が
懸
念
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
穀
物
等
の
国
際
価
格
の
上
昇
や
為
替
相
場
の
変
動
の
影
響
は
避

け
ら
れ
ず
、
食
料
の
生
産
基
盤
を
日
本
国
内
に
も
し
っ
か
り
と
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
痛
感
す
る
経
験
と
な
っ
た
。

自
然
災
害
に
よ
っ
て
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
停
滞
す
る
事
態
も
、
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
。
例

え
ば
、
二
〇
二
一
年
夏
に
米
国
南
部
に
大
型
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
上
陸
し
、
沿
岸
の
穀
物
輸
出
施
設
も
大
き
な

被
害
を
受
け
、
復
旧
に
時
間
を
要
し
た
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
西
部
で
大
規
模
な
森
林
火
災
が
起
こ
り
、
陸
上
輸

送
イ
ン
フ
ラ
も
大
き
な
損
傷
を
受
け
た
。
日
本
は
カ
ナ
ダ
西
部
か
ら
、
な
た
ね
油
の
原
料
や
、
パ
ス
タ
の
原

料
と
な
る
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
を
多
く
輸
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
食
料
安
全
保
障
室
と
し
て
も
事
態
の
推
移

を
刻
一
刻
と
注
視
す
る
こ
と
と
な
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。

フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

き
ょ
う

靱じ
ん

化
を
図
り
、
食
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
も
ロ
ー
カ
ル
に
も
、
複
層
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
生
成
・
維
持
し
つ
つ
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
、

持
続
可
能
な
食
料
生
産
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
に
今
あ
る
田
畑
を
、
大

切
な
食
料
生
産
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
今
後
も
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
。
ま
た
、
食
料
生
産
に
携
わ
る
担
い

手
を
確
保
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
を
可
能
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
開
発
し
、
生
産
現
場
の
皆

さ
ん
に
活
用
し
て
も
ら
い
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
も
食
と
環
境
を
支
え
る
農
業
・
農
村
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
日
本
は
人
口
減
少
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
人

口
は
増
加
し
続
け
、
経
済
発
展
に
よ
っ
て
、
食
料
需
要
は
旺
盛
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

国
内
市
場
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
需
要
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
、
輸
出
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

方
策
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
日
本
の
農
産
物
の
輸
出
が
増
え
て
い
る
の
は
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
入
省
後
、
水
産
庁
に
お
い
て
被
災
地
の
水
産
加
工
業
復
興
支
援
に
、
産
学
連
携
室
に
お
い
て
農
業
・
食
品
分
野
の
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
農
林
水
産
研
究
開
発
事
業
の
創
設
に
携
わ
る
。
二
〇
二
〇
年
か
ら
食
料
安
全
保
障
室
長
と

し
て
緊
急
事
態
食
料
安
全
保
障
指
針
の
改
正
や
早
期
注
意
段
階
の
適
用
、
食
料
供
給
を
巡
る
リ
ス
ク
分
析
な
ど
に
従
事
。
農
業
・
農
村
へ

の
理
解
や
共
感
を
深
め
る
た
め
の
国
民
運
動
「
食
か
ら
日
本
を
考
え
る
。
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド
シ
フ
ト
」
を
推
進
。
二
〇
二
二
年
六
月
か
ら

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
日
本
政
府
代
表
部
参
事
官
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
赴
任
中
。
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
。

久
納
寛
子
（
く
の
う
・
ひ
ろ
こ
）

マイケル・E・ウェバー〔2020〕

エネルギーの物語
わたしたちにとってエネルギーとは何なのか

柴田譲治訳、原書房

危

（
＊
）
肩
書
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
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識
者
に
問
う

日
本
と
世
界
の
食
料
供
給
は
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
。
食
料
安
全
保
障
の
た
め
、
日
本
は
何
を
す
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

食
料
安
全
保
障
の
た
め
に
、

農
地
の
維
持
に
資
す
る
補
助
金
を
増
や
す
べ
き
だ

平
澤
明
彦

株
式
会
社

農
林
中
金
総
合
研
究
所

執
行
役
員
基
礎
研
究
部
長

理
事
研
究
員

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
食
料
の
輸
出
大
国
同
士
の
戦
争
は
、
戦
後
、
初
め
て
の
事
態
だ
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急
増
し
た
飢
餓
人
口
が
、
戦
争
と
い
う
人
為
的
な
理
由
で
さ
ら
に
拡
大
し

て
し
ま
う
。
問
題
は
、
穀
物
の
生
産
国
で
あ
る
両
国
か
ら
の
輸
出
が
困
難
と
な
り
、
戦
争
の
当
事
者
で
は
な

い
第
三
国
の
食
料
供
給
に
大
き
な
影
響
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
両
国
の
安
価
な
小
麦
を
輸
入
し
て
い

る
の
は
、
主
に
ア
フ
リ
カ
や
中
東
な
ど
の
低
・
中
所
得
国
だ
。
今
後
、
第
三
国
に
被
害
が
出
る
こ
と
が
慣
例

化
す
る
こ
と
は
避
け
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
、
経
済
制
裁
下
の
イ
ラ
ク
に
対
し
て
も
、
人
道
的
な
物
資
、
食

料
、
薬
品
の
提
供
は
認
め
て
き
て
お
り
、
第
三
国
に
被
害
が
及
ぶ
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
。
戦
争
中
も
自
国

の
食
料
確
保
以
外
の
理
由
で
「
第
三
国
へ
の
食
料
提
供
を
止
め
な
い
」
と
い
う
規
律
に
国
際
社
会
が
合
意
し
、

そ
れ
を
明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
。

日
本
の
農
業
は
、
有
事
で
輸
入
が
止
ま
っ
た
ら
、
国
民
が
最
低
限
食
べ
る
だ
け
の
食
料
を
供
給
す
る
生
産

力
す
ら
不
足
し
か
け
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
か
つ
て
の
東
西
冷
戦
構
造
下
で
は
、
当
時
、
食
料
が
余
っ
て
い

た
米
国
か
ら
、
日
本
は
そ
の
余
剰
分
を
必
要
な
だ
け
買
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
〇
年
で
状
況

ロは
変
化
し
た
。
中
国
な
ど
の
大
き
な
買
い
手
が
増
え
て
獲
得
競
争
が
強
ま
る
中
で
、
日
本
の
購
買
力
は
相
対

的
に
低
下
し
、
日
本
の
食
料
輸
入
の
安
定
性
は
損
な
わ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
内
の
生
産
基
盤
は
、
輸
入
に
依
存
し
て
き
た
結
果
、
も
は
や
、
非
常
に

脆ぜ
い

弱じ
ゃ
くに

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
の
流
れ
に
対
し
て
、
農
林
水
産
省
は
付
加
価
値
の

高
い
品
目
の
生
産
を
推
奨
し
、「
強
い
農
業
経
営
を
増
や
す
」
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
政
策
に
重
き
を
置
い
て
き
た
。

こ
れ
は
良
い
面
も
あ
っ
た
が
、
半
面
、
脱
落
す
る
人
も
多
く
、
生
産
基
盤
が
全
体
と
し
て
縮
小
し
た
。
日
本

の
食
料
安
全
保
障
の
観
点
で
は
農
地
面
積
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
コ
メ
や
飼
料
な
ど
カ
ロ
リ
ー
貢
献
度
の

大
き
な
品
目
を
生
産
で
き
る
「
土
地
利
用
型
の
農
業
」
を
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
農
業
が
こ
れ
以
上
深
刻
な
事
態
に
陥
る
の
を
避
け
る
に
は
、
土
地
利
用
型
農
業
で
十
分
な
収
益
性

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
補
助
金
を
増
や
す
こ
と
だ
。
併
せ
て
コ
メ
の
国
内
価
格
を
下
げ
て
消
費
を
促
進
で
き
な

い
か
検
討
が
必
要
だ
。
農
業
は
元
来
、
他
産
業
に
比
べ
生
産
性
の
向
上
に
限
界
が
あ
る
た
め
、
先
進
国
は
補

助
金
で
農
家
に
所
得
補
償
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
安
全
保
障
環
境
は
激
変
し
て
お
り
、
不
測
時
に
備
え
て
食

料
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
税
金
を
使
う
の
は
、
国
民
も
合
意
す
る
の
で
は
な
い
か
。

世
界
各
国
の
食
糧
需
給
構
造
や
、
先
進
国
の
農
業
政
策
に
精
通
。
感
染
症
の
流
行
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
、
国
際
情
勢
の
激
変
を
受
け
、

日
本
の
食
料
安
全
保
障
の
あ
り
方
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
主
な
研
究
分
野
は
Ｅ
Ｕ
・
米
国
・
ス
イ
ス
の
農
業
政
策
、
食
料
安
全
保
障
政
策
な

ど
。
一
九
九
二
年
、
農
林
中
金
総
合
研
究
所
に
入
社
。
二
〇
二
一
年
よ
り
現
職
。
農
林
水
産
省
食
料
安
全
保
障
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
兼
務
。
著
書
に
『
日
本
農
業
年
報
66

：

新
基
本
計
画
は
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
て
い
る
か
』（
共
著
、農
林
統
計
協
会
、

二
〇
二
一
年
）
な
ど
。
東
京
大
学
大
学
院
博
士
（
農
学
）。

平
澤
明
彦
（
ひ
ら
さ
わ
・
あ
き
ひ
こ
）

Zhang-Yue Zhou［編］, Guanghua Wan［編］〔2017〕
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Why Institutions Matter
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識
者
に
問
う

日
本
と
世
界
の
食
料
供
給
は
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
。
食
料
安
全
保
障
の
た
め
、
日
本
は
何
を
す
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

海
外
需
要
も
取
り
込
み
、

コ
メ
の
生
産
・
消
費
を
拡
大
す
る

藤
尾
益
雄

株
式
会
社

神
明
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
社
長

メ
は
日
本
人
の
主
食
だ
が
、
こ
の
半
世
紀
で
一
人
当
た
り
の
コ
メ
の
消
費
量
は
大
き
く
減
少
し
た
。

代
わ
り
に
、
多
く
の
食
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
今
後
、
世
界
の
人
口
が
増
加
す
る
一
方
で
、
気

候
変
動
が
作
物
の
生
産
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
食
料
需
給
は
ひ
っ
迫
す
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
日
本
が
食
料

自
給
率
の
維
持
・
向
上
と
食
料
の
安
定
供
給
を
目
指
す
に
は
、
コ
メ
や
野
菜
の
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と

に
加
え
、
コ
メ
の
消
費
拡
大
を
同
時
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

コ
メ
業
界
は
、
こ
れ
ま
で
、
消
費
拡
大
の
努
力
を
怠
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
、
コ
メ
の
機
能

性
・
特
性
・
お
い
し
さ
を
生
か
し
た
商
品
を
需
要
に
応
じ
て
開
発
・
提
供
し
て
、
消
費
を
増
や
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
パ
ッ
ク
ご
飯
な
ど
の
加
工
商
品
や
、
米
粉
を
製
造
し
て
い
る
。
さ
ら

に
米
粉
を
原
料
と
し
た
チ
ー
ズ
代
替
品
の
開
発
に
も
成
功
し
た
。
小
麦
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
コ
メ
の

用
途
は
再
注
目
さ
れ
る
。
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
コ
メ
を
消
費
す
る
国
は
ア
ジ
ア
圏
で
多
く
存
在
し
、
約

五
億
ト
ン
に
も
な
る
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。
国
内
で
消
費
で
き
な
か
っ
た
高
品
質
の
コ
メ
を
積

極
的
に
海
外
へ
輸
出
す
れ
ば
、
コ
メ
の
生
産
・
消
費
を
拡
大
で
き
る
。

コ国
産
米
の
価
値
を
正
し
く
価
格
に
反
映
で
き
れ
ば
、
コ
メ
の
加
工
業
界
も
、
外
食
産
業
も
、
製
品
・
商
品

づ
く
り
の
幅
が
大
き
く
広
が
る
。
し
か
し
、
政
府
が
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
、
作
付
け
を
減
ら
す
こ
と
で
米

価
を
維
持
し
、
生
産
者
の
所
得
を
補
償
す
る
政
策
で
は
生
産
基
盤
の
強
化
は
で
き
な
い
。
当
社
グ
ル
ー
プ
は

精
米
や
パ
ッ
ク
ご
飯
の
輸
出
を
増
加
さ
せ
、
生
産
者
が
安
心
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
品
質
の
コ
メ
の
生
産
を
実
現
す
る
に
は
、
生
産
者
は
二
律
背
反
す
る
生
産
性
と
創
造
性
の
両
方
に
取
り
組

め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
調
達
、
加
工
、
販
売
、
外
食
産
業
、
青
果
市
場
の
運
営
ま
で

一
貫
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
き
た
。「
儲も

う

か
る
農
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
長
年
コ
メ
に
携
わ
り
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
産
農
家
に
提
供
す
る
農
家
支
援
を
専
門
に
行
う
部
署
を
つ
く
っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
商
品
開
拓
力
と
強
い
生
産
体
制
を
有
す
る
産
業
の
好
循
環
が
コ
メ
に
生
ま

れ
る
。「
近
い
将
来
、
世
界
規
模
の
食
料
危
機
が
起
こ
る
」
と
い
う
危
機
感
が
強
い
。
日
本
の
農
業
と
食
を

守
る
の
は
自
分
た
ち
だ
と
い
う
決
意
を
も
っ
て
、
励
ん
で
い
き
た
い
。

米
穀
卸
売
業
を
祖
業
と
し
創
業
一
二
〇
周
年
を
迎
え
る
、
株
式
会
社
神
明
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
ト
ッ
プ
。
一
九
八
九
年
、
大
学
卒
業
後
、

入
社
。
同
社
常
務
取
締
役
、
専
務
取
締
役
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。
基
幹
事
業
で
あ
る
米
穀
卸
売
業
か
ら
外
食
産
業
、
青
果
事

業
な
ど
へ
グ
ル
ー
プ
拡
大
を
進
め
、
業
界
再
編
や
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
の
創
出
に
取
り
組
む
。
元
気
寿
司
株
式
会
社
、
株
式
会
社
シ
ョ
ク

ブ
ン
、
株
式
会
社
雪
国
ま
い
た
け
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
企
業
の
取
締
役
を
兼
務
。

藤
尾
益
雄
（
ふ
じ
お
・
み
つ
お
）

柳井正〔2015〕

経営者になるためのノート
PHP研究所

15 14No.61—2022年 8月わたしの構想



識
者
に
問
う

日
本
と
世
界
の
食
料
供
給
は
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
。
食
料
安
全
保
障
の
た
め
、
日
本
は
何
を
す
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

有
事
へ
の
備
え
は
平
時
か
ら
。
世
界
の
食
料
情
勢
の

改
善
は
日
本
の
食
料
安
全
保
障
確
保
に
も

菊
地
信
之

外
務
省
経
済
局

資
源
安
全
保
障
室
長

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
世
界
の
食
料
安
全
保
障
を
危
機
に
陥
ら
せ
た
（
注
）。
最
善
の
解

決
策
は
、
ロ
シ
ア
が
即
時
に
侵
略
を
や
め
る
こ
と
。
だ
が
、
ま
ず
は
、
現
下
の
危
機
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
を
含
め
た
国
際
社
会
は
、
影
響
を
受
け
て
い
る
途
上
国
へ
人
道
的
な
食
料
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
食
料
輸
出
の
再
開
を
人
道
問
題
と
捉
え
、「
食
料
の
た
め
の
人
道
通
行
」
を
実
現
す
る

よ
う
ロ
シ
ア
を
含
め
た
関
係
国
に
呼
び
か
け
て
き
た
。
そ
の
考
え
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
六
月
下
旬
の

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
輸
出
力
の
回
復
の
た
め
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
輸
出
で
き
ず
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に

滞
留
し
た
ま
ま
の
穀
物
を
適
切
に
備
蓄
で
き
る
よ
う
、
簡
易
の
貯
蔵
庫
を
作
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

食
料
安
全
保
障
と
い
う
と
、
日
本
で
は
多
く
の
場
合
、
自
国
の
食
料
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
主
題
と
な

る
。
他
方
で
、
国
際
社
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
食
料
が
不
足
し
て
い
る
人
に
い
か
に
し
て
届
け
る
か
と

い
う
食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
主
題
と
な
る
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
と
「
飢
餓
を

ゼ
ロ
に
」
の
問
題
で
あ
る
。
若
干
異
な
っ
て
み
え
る
こ
の
日
本
と
世
界
の
取
り
組
み
は
、
現
在
の
よ
う
な
危

機
に
お
い
て
は
、
限
り
な
く
一
体
化
す
る
。
日
本
の
よ
う
に
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
す
る
国
は
、
世
界

の
食
料
ア
ク
セ
ス
の
改
善
を
支
援
し
て
、
世
界
の
食
料
事
情
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
自
国

の
食
料
安
全
保
障
に
資
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
日
本
が
国
際
社
会
で
果
た
す
べ
き
責
任
で
も
あ
る
。

他
方
、
日
本
に
と
っ
て
の
食
料
安
全
保
障
は
、
国
内
の
食
料
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
と
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
若
干
表
層
的
で
あ
る
。
豊
か
に
な
り
食
料
に
趣
向
性
・
多
様
性
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
ず

と
自
給
率
は
下
が
る
。
真
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
自
給
率
は
、
有
事
に
国
民
が
最
低
限
飢
え
な
い
で
暮
ら
せ

る
国
産
品
の
自
給
を
維
持
で
き
る
生
産
能
力
を
持
つ
こ
と
。
平
時
に
は
、
む
し
ろ
「
お
金
を
出
し
た
ら
食
料

が
買
え
る
状
態
」
を
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
由
貿
易
体
制
を
確
保
し
、

世
界
の
食
料
事
情
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
保
護
主
義
に
陥
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
え
て
、
備
蓄
制
度
を
整
え
、
必
要
な
自
給
能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
農
業
生
産
の
基
盤
と
担
い
手
を
確

保
す
る
た
め
の
農
業
の
振
興
も
必
要
。
そ
の
点
で
は
輸
出
を
増
や
し
た
り
、
儲
か
る
農
業
を
実
現
す
る
の
も

重
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
有
事
が
実
際
に
起
き
た
場
合
に
は
、
ど
こ
の
国
か
ら
緊
急
に
調
達
し
て
く
る
の

か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
現
在
、
日
本
は
、
供
給
の
安
定
し
て
い
る
米
国
、
豪
州
な
ど
の
友
好
国
か
ら
食
料
を

購
入
し
て
い
る
が
、
仮
に
、
途
絶
す
る
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
、
特
別
に
日
本
に
提
供
し
て
く
れ
る
関
係
を

築
い
て
お
く
た
め
の
、「
食
料
安
全
保
障
外
交
」
を
、
平
時
か
ら
展
開
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

外
務
省
入
省
後
、
中
東
ア
フ
リ
カ
局
、
在
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
の
各
日
本
大
使
館
で
勤
務
。
国
際
情
報
統
括
官

組
織
第
一
国
際
情
報
官
室
情
報
研
究
官
を
経
て
、
二
〇
二
〇
年
八
月
よ
り
現
職
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉱
物
資
源
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

等
、
資
源
安
全
保
障
に
関
す
る
外
交
政
策
を
担
当
す
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
通
訳
官
を
歴
任
。
日
本
学
術
振
興
会
が
主
催
す
る
中
東
研
究
会

や
、
道
銀
地
域
総
合
研
究
所
主
催
の
「
中
東
最
新
情
報
」
特
別
講
演
会
な
ど
、
中
東
の
専
門
家
と
し
て
講
演
を
多
く
行
っ
て
い
る
。
共
訳

著
に
『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
―
機
密
か
ら
政
策
へ
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）。

菊
地
信
之
（
き
く
ち
・
の
ぶ
ゆ
き
）

岡崎久彦〔1983〕

戦略的思考とは何か
中公新書

ロ

（注）NIRA の HPに、より詳細の記述を記載しています。
https://www.nira.or.jp/paper/my-vision/2022/61.html
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識
者
に
問
う

日
本
と
世
界
の
食
料
供
給
は
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か
。
食
料
安
全
保
障
の
た
め
、
日
本
は
何
を
す
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

こ
れ
か
ら
の
食
料
政
策

―「
持
続
可
能
性
」「
主
体
性
」
の
観
点
を

諏
訪
明
子

パ
リ
経
済
学
校

（P
aris S

chool of E
conom

ics

）

教
授

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
、
食
料
に
関
す
る
主
要
な
二
つ
の
問

題

―「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
」
と
「
食
料
・
飼
料
・
燃
料
の
相
互
連
動

性
」―
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
世
界
の
食
料
供
給
網
は
、
主
要
な
生
産
地
と
輸
送
を
担
う
少
数
の
海
運
会

社
に
集
中
し
て
お
り
、
ま
た
、
食
料
・
飼
料
・
燃
料
は
、
穀
物
を
生
産
す
る
土
地
を
巡
っ
て
競
合
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
燃
料
に
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
米
国
で
は
、
小
麦
畑
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
に
変
わ
り
、
収

穫
の
半
分
は
ガ
ソ
リ
ン
添
加
剤
の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
加
工
さ
れ
る
。
ま
た
、
食
品
産
業
の
主
原
料
で
あ
る
大
豆

油
の
四
〇
％
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
市
場
原
理
が
競
争
を
促
進
し
、
収
穫

物
の
三
つ
の
用
途
の
間
に
、
投
資
家
は
巨
大
な
「
裁
定
取
引
」
の
機
会
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
だ
。

一
方
、
地
球
温
暖
化
と
人
口
増
に
よ
っ
て
、
食
料
の
需
給
は
構
造
的
に
変
化
す
る
。
気
温
上
昇
と
水
不
足

は
、
土
地
利
用
や
作
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
適
性
に
影
響
す
る
。
ま
た
、
食
料
需
要
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は

増
大
す
る
が
、
欧
州
や
日
本
で
は
減
少
す
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
耕
作
可
能
な
土
地
で
あ
っ
て
も
、
今
後
、

食
料
不
足
に
な
る
地
域
も
あ
る
。

昨
今
は
、
短
期
的
な
問
題
と
長
期
的
な
問
題
を
分
け
て
議
論
し
が
ち
だ
。
欧
州
の
政
策
担
当
者
の
中
に
は
、

休
耕
地
化
と
農
薬
の
低
減
を
主
な
柱
と
す
る
農
業
の
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
い
っ
た
ん
保
留
と
し
、
食

料
危
機
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、
将
来
の
リ
ス
ク
を
増
や
さ
ず
に
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
は
可
能
だ
。
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
補
助
金
を
廃
止
し
、
食
料
に
利
用
で
き
る
土
地
を
増
や
せ
ば
よ
い
の
だ
。

事
実
、
短
期
と
長
期
の
問
題
は
同
一
の
問
題
で
あ
る
。
農
産
物
の
需
要
過
多
と
供
給
過
多
の
地
域
間
の
貿

易
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
特
に
、
肥
料
と
種
子
と
い
う
二
つ
の
産
物
が
カ
ギ
と
な
る
。

こ
れ
ら
を
「
国
際
的
な
公
共
財
」
と
し
、
そ
の
取
引
は
、
国
際
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
す
な
わ
ち
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

貿
易
へ
の
依
存
が
高
ま
る
中
、食
料
の
自
給
は
有
効
な
目
標
で
は
な
い
。
食
料
安
全
保
障
は
、従
来
の
見
解
、

す
な
わ
ち
、
入
手
可
能
性
、
ア
ク
セ
ス
、
利
用
、
安
定
性
を
重
視
す
る
考
え
方
か
ら
、
持
続
可
能
性
と
主
体

性
を
統
合
す
る
考
え
方
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
主
体
性
と
は
、
自
ら
の
判
断
で
食
料
シ
ス
テ
ム
に
関
わ

る
能
力
で
あ
り
、
自
ら
の
文
化
的
価
値
を
維
持
す
る
手
法
で
も
あ
る
。
日
本
は
、「
食
」
が
世
界
文
化
遺
産

に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
食
に
対
す
る
新
し
い
視
点
を
提
唱
す
る
上
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｓ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
ユ
ネ
ス
コ
と
の
協
力
を
よ
り
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

新

Jennifer Clapp〔2020〕

Food
Polity

貿
易
自
由
化
が
途
上
国
や
農
産
物
貿
易
に
与
え
る
影
響
、
ま
た
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
富
の
分
配
に
関
す
る

研
究
を
し
て
い
る
。
専
門
分
野
は
、
農
業
、
国
際
貿
易
、
開
発
経
済
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
農
業
・
食
料
・
環
境
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ａ
Ｅ
）
上

級
研
究
員
。
二
〇
二
一
年
よ
り
国
連
世
界
食
料
安
全
保
障
委
員
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
の
食
料
安
全
保
障
と
栄
養
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
専
門
家

パ
ネ
ル
運
営
委
員
会
の
委
員
も
務
め
る
。『W

orld
Developm

ent

』
や
『European

Review
ofAgriculturalEconom

ics

』
な
ど
、
多

く
の
学
術
雑
誌
に
寄
稿
。
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
師
範
学
校
、
パ
リ
政
治
学
院
、
社
会
科
学
高
等
研
究
院
を
卒
業
。

諏
訪
明
子
（Akiko

Suwa-Eisenm
ann

）

（参考）HLPE (2020). Food security and nutrition: building a global narrative towards 2030. A report by the High Level 
Panel of Experts on Food Security and Nutrition of the Committee on World Food Security, Rome.
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データで 見る 国内と世界の 2 軸で挑む
日本の食料安全保障、

日本国民の 1人 1日当たり供給カロリーを構成する品目と自給率

2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022

2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020

世界の食料価格指数の推移

世界の飢餓人口の割合

出所）FAOSTATより作成。出所）国連食糧農業機関（FAO）“Percentage of undernourished people by region in 2000 and 2020”

注 1）全体の食料自給率を計算する上で、輸入飼料により国内生産された畜産物は国産に含めていない。
注 2）破線は品目別カロリー自給率の 100％を図示したもの。
出所）農林水産省資料より作成。

注 1）NIRA算出。名目・実質とも、2000年を 100としたときの食料価格指数の推移を示した。2022年の値は 1月から 6月の平均値。
注 2）実質食料価格指数は、名目食料価格指数から物価の影響を排除したもの。
出所）国連食糧農業機関（FAO）食料価格指数より作成。

世界の輸出上位国（小麦、大麦、トウモロコシ）（2020年）
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サブサハラ・アフリカ

西アジア

世界

東・東南アジア

（万トン）

小麦 大麦 トウモロコシ

1 ロシア 3,727 フランス 678 米国 5,184

2 米国 2,613 ウクライナ 505 アルゼンチン 3,688

3 カナダ 2,611 ロシア 496 ブラジル 3,443

4 フランス 1,979 オーストラリア 426 ウクライナ 2,795

5 ウクライナ 1,806 カナダ 281 ルーマニア 565
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供給カロリーの品目別構成割合（％）
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品目別自給率（％）

令和 2年
カロリー
ベース
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日本にとって 食料が買える状態。有事でも調達可能にする。

世界にとって 食料の安定的供給。貧困ゼロ、飢餓ゼロの状態。
ウクライナ危機で第三国での食料供給に被害。
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